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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

 スクスク子ども支援 

２．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

①フードパントリー②子どもたちによる地域清掃イベント③子どもたちによる駄菓子屋さん体験 

①地域特性を活かしたアジア料理などでのフードパントリー＆遊びの開催 

（キムパ：韓国、バインミー：ベトナム、その他：外国のお菓子など 遊び：韓国の投壺など） 

②-楽しく行う地域清掃-によって得られる達成感により、子どもたちの自己肯定感を高める。 

 （ゴミを拾う火ばさみを日本刀のように改造≒火ばさみを収める鞘を作る/デコる等、でイベント化） 

③単なる販売のみの駄菓子屋さん体験では無く、仕入れ～販売価格の設定、ディスプレイのレイアウト等も子ども

たちの手で行うことで、商売のしくみを少しでも理解してもらう 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

「結果」 

計画どおり、①～③の活動をおこないました。 

（①：４回、延べ６８人参加、②２回、延べ１２人参加、③２回延べ２０人参加） 

「成果」 

「家で食べたことのあるもの以外口にしなかった子が「外国の料理」ということでおそるおそるではあるけれど食べ

てくれました」（親御さん感想） 

「効果」 

取り組みを知った※地域の高校と連携予定。来年度（2023 年 6 月～） 

生徒への日本語教育の実践の 1 つ、日常での日本語使用の場として、外国料理のお弁当を食べながら、 

地域の子どもと高校生の対話、遊びなどの交流を進める など（絵本み聞かせ） 

 

※地域の高校：外国ルーツの学生（日本語教育必要者）が多く通う高校 



４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

今回の対象プロジェクトも含め、大きく２点の事業課題があると考えている。 

１．事業内容そのものは、概ね好評でリピーターも増えている。 

反面、スタッフが少人数である為、どのイベントも１回の募集定数が小さくなってしまう。 

（人数の増減に対応しづらい） 

単発ボランティア募集も含めどのようにスムーズに事業拡大していくかが一番の課題。 

２．食材／支援物資の保管場所が現状、運営スタッフの自宅に分散している状態である。幸い代表宅の空き部屋  

で備品／常温保存可能品などを置きやりくりできているが、今後１の課題とともに定まった保管場所が必要とな

る。 

１については連携予定の高校生を取り込みたい。 

２については区社協を通じ地域の空き倉庫を格安にて借りれないか相談中.。 

 



５．参考資料

プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等のデータ。活動の様子がわか

る写真などを必ず別途ご提供ください

①フードパントリ―(8/30,12/11,3/7,3/27)

案内 画像

アジアの麺類など

韓国ラーメン、ベトナムのフォー

アジアのお菓子

きのこの山（日本）

韓国版きのこの山

食べ比べ！ など

投壺（トゥホ）

韓国の伝統的な遊び

中国→韓国→日本に伝わった遊びだが

韓国紙幣（旧 1000ウォン）にイラスト

が載ったことで広く韓国で定着



②清掃イベント(6/18.2/18)

③駄菓子屋さん(1/21,3/4)

パパといっしょに常連さん

今日の店長 値付けも子どもたちで


